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[海外の動向]

「第9回 中国語用論 シンポジウム」

余 維

中国語 用論学 会 と復旦大学 外 国語 学 院が共 催 した 「第9回 中 国語 用論 シ ンポジ ウム」 は

2005年7月26日 か ら28日 に かけて中国上海復旦大学(日 本の京大にあたる)で 行 なわれ た。

今 回の大会 に出席 した国内の学者 ・院生 は189人 、 アメ リカ、 日本、 シ ンガポールか ら参加

した海外の学者 は6人 で、合 計205人 にの ぼった。大会 は日本電子辞書 メーカー(株)カ シ

オの協 賛を得 た。

大会はr7月26日 午 前、復旦大学逸夫科学技術館会議 ホールで盛大 に幕 開け した。 中国語

用論学会会長何 自然教 授 と復旦大学現代 英語研 究所 所長熊学亮教授が 開会式 の挨拶 をし、基

調講演 としてrア メリカの語用論学者LaurenceHorn教 授 、1.Kecsk鵠 教 授、ChenRong

教 授 が 、そ れぞれ、``SpeakerandHearerinIVe ・GriceanPragmatics"、`℃ontextual

MeaningandWordMeaninginLanguageUse",uGI'10e.HisCri七icsandPrag皿atic呂"と

題 して講演 を行 った。

今大 会のテ ーマ は、 主 として語用 論研 究 の基 本理論、 言語行為 、談話直示 、会話の推意 、

丁寧 さ、認知語 用論、応用語用論 、異文化 コ ミュニケー シ ョン語用 論、司法語 用論、言語教

育 と語用論、歴 史語用論であ った。分科会で はr6組 に分か れて、 「語用論 の理論研究」、「言

語行為 と丁寧 さ」r「会話 の推意」、「応用語用論 」、 「司法語用論」、 「言語教育 と語用論」 の研

究発表が行 われ た。研究発表者 は192人 にのぼ った。

大会 と分科会 を総合す ると、以下の二つの特徴が挙げ られ る。

(1)、 今 回の大会 は中国学者の語用論基本理論研究の成果 をよ く反映 していた。

舶 然 と鏑 輝 の 「LanguageMemesandCommunication」 は 、言語鞭 を促 進する模

倣遺伝子 をめ ぐる新 しい仮 説 を大胆 に打 ち出 し、多 くの出席者 の興味 を引 き起 こ した。徐盛

桓 の 「会 話の推意 にお け る認知」 は、語用 論 と認知言語学 の最新研 究成果 を取 り入 れ、認知

言語学 の視 点か ら、会話 の推意 に対 して新 た な解釈 を提案 した。熊学亮 の 「関連性理論 にお

けるロジ ック」 は、 関連性 理論 に対 して鋭い批判 を行 った。陳治安の 「理性:Grice思 想 の

核心 」 は、理性 を分析 の切 り口 と してrtrice語 用 論 思理論基礎 に対 して分析 を行 った。洪

剛は、``di呂cour呂ecompletionta呂ks"と"r。leplays"と い う語用論 の2大 研究方法 について対

照研 究 を行 った。張網傑 の 「会話推意 の規 約性(c。nventianality)」 は 、規約性 に新 しい見
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解を提出した。再永平は、当代語用論研究の発展の流れを的確に総括 した。

(2)、 今回の大会は語用論理論の応用においても多 くの成果をあげた。

美里瑛の 「談話直示における前方照応」 は、談話の主題に対して優れた見解を提出した。

陳新仁の 「XはYで はない」という文型に対する語用論的研究は、相関的メカニズムを記述

した。胡庚 申は、国際交渉(外 交 ・商談など)に おける語用論研究の進展を紹介 し、同時こ

の分野が今後、中国における発展 の見通 しを述べた。曲護国は、歴史語用論の観点か ら

"please"の 語用論的機能における歴史的発展 に対 して仮説を提出した
。

司法語用論は中国語用論研究のホ ットな研究分野である。摩美珍の 「法廷発話における

£ormulation現 象研究」は、法廷言語の£ormulationに 対 して、種類、役割、権力など緒要

素の関係をめぐって体系的に検討した。その他、多数の司法関係語用論の研究発表がなされ

たことも中国例年語用論研究大会の特徴であった。

さらに、今大会は言語行為、言語教育における語用論の応用、丁寧さ(Poli七evess)な ど

の研究において、最新 の成果を示 した。筆者は今回の大会で司会を担当すると共に 「談話直

示の語用論的対照分析」 と題 して研究発表を行った。

なお、次回の 「第10回 中国語用論シンポジウム」は2007年 に南京大学で開催される予定

である。
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